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国連総会は、2025年を「国際協同組合年」
(IYC=International Year of Co-operatives)

とすることを宣言しました。2012年に続き2
回目となります。
　これは、2023年11月3日の国連総会の決議
「社会開発における協同組合」で行なわれたも
ので、協同組合を振興し、持続可能な開発目標
（SDGs）の実現に向けた協同組合の実践、社会
や経済の発展への協同組合の貢献に対する認
知を高めるため、国連、各国政府、協
同組合が、この機会を活用すること
を求めています。

なぜ国連はIYC2025を設定したの？

持続的な開発目標（SDGs）と
協同組合

国連が2025年を
国際協同組合年
と宣言

 国連は国際協同組合同盟（ICA）と
連携を図り、国際協同組合デーの開催、国
連総会における協同組合振興決議、協同組
合振興のための国連ガイドラインの策定等
協同組合振興に努めてきました。国連専門
機関のILO（国際労働機関）やFAO（国連食
料農業機関）は、とりわけ協同組合と深い関
係があります。

　国連が協同組合を重視するのは、協同
組合が、その事業や活動を通じて、女性、若
者、高齢者、障がい者を含むあらゆる人々の経
済社会開発への参加を促し、貧困の根絶、雇用
の創出、社会とのつながりの強化に貢献する

とともに、持続可能な開発等に貢献で
きる企業体・社会的事業体であると
評価しているからです。

　このため、国連はIYC2025を通じて、
①持続可能な開発目標（SDGs）の
実現に向けた協同組合の実践、社
会や経済の発展への協同組合の
貢献に対する認知を高める。

②協同組合の発展を支援し、協同組
合を振興する。

などの取り組みを講じるよう各国政府や関係
機関に要請しています。

国連決議
協同組合の

SDGs取り組み事例

きるオープンな組織であり、協同組合が大切
にする平等、公正、連帯という価値は、
SDGsの理念と合致します。

　また、SDGsの17目標は協同組合の
事業の中で貢献できるものばかりです。協
同組合は国連によりSDGsを達成するための

重要なステークホルダーの一つとして
位置づけられています。日本でも同様に政府の
「SDGs実施指針」に協同組合が明記されてい

ます。SDGsの達成において協同組合
が果たす役割に、国内外で大きな期待
が寄せられているのです。

 　IYC2025を宣言した国連総会決議
で言及している「持続可能な開発目標」
（Sustainable Development Goals=SDGs）
とは、2015年9月の国連総会で採択された「持
続可能な開発のための2030アジェンダ」に盛

り込まれた17の目標です。貧困・飢餓・気候
変動など人類・地球全体が直面する問
題を解決し「持続可能」な世界を実現す
るために、2030年までの達成を目指して世界
各国で取り組みが進められています。

　SDGsは「だれひとり取り残さない」を
基本理念として掲げており、社会的に弱い立場

の人も含め、すべての個人を社会の一員
として尊重すること（社会的包摂）は「持続可
能な開発」に不可欠な要素です。
　協同組合は、誰かに助けてもらうことによって

解決をはかるのではなく、一人一人の主体
的な参加を基礎に、生産やくらしなどの様々な
面で協同しあうことによって、解決の道を切り開
いていこうというものです。自ら事業を利用した
り、事業に参加したいと考える人は誰でも加入で


